
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】治療用電極のあるエンドエフェクタを有する医

療機器を改良する。

【解決手段】医療機器は、可撓性シース１２およびエン

ドエフェクタ１４を有する。シースは、遠位端を有する

。エンドエフェクタは、遠位端の近傍においてシースに

取り付けられ、患者に挿入できる。エンドエフェクタは

、対向していて、かつ、向きが逆になっている第１およ

び第２のあご部２０、２２を有し、かつ、少なくとも１

つの治療用電極２４、２６を有しており、この治療用電

極は、第２のあご部によって支持されている。第１およ

び第２のあご部の少なくとも一方は、回転可能となって

いる。ある実施例では、少なくとも１つの治療用電極を

医療用無線周波数（ＲＦ）発生器２８に作動可能に接続

することができる。ある応用例では、エンドエフェクタ

を患者の食道に挿入できる。ある使用例では、第１およ

び第２のあご部が、内視鏡の可撓管の作業端をつかめる

ようになっている。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 医 療 機 器 で あ っ て 、
　 ａ ） 遠 位 端 を 有 す る 可 撓 性 シ ー ス と 、
　 ｂ ） 前 記 遠 位 端 の 近 傍 で 前 記 シ ー ス に 取 り 付 け ら れ て お り 、 患 者 に 挿 入 可 能 な エ ン ド エ
フ ェ ク タ で あ っ て 、 対 向 し て い て 、 か つ 、 向 き が 逆 で あ る 第 １ お よ び 第 ２ の あ ご 部 を 有 し
、 か つ 、 前 記 第 ２ の あ ご 部 に よ り 支 持 さ れ て い る 少 な く と も １ つ の 治 療 用 電 極 を 有 し 、 前
記 第 １ お よ び 第 ２ の あ ご 部 の 少 な く と も 一 方 が 回 転 可 能 で あ る 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ と 、
　 を 備 え る 医 療 機 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 医 療 機 器 で あ っ て 、
　 前 記 少 な く と も １ つ の 治 療 用 電 極 は 、 ２ つ 治 療 用 電 極 を 含 み 、 前 記 ２ つ の 治 療 用 電 極 は
、 医 療 用 無 線 周 波 数 （ Ｒ Ｆ ） 発 生 器 に 作 動 可 能 に 接 続 す る こ と が で き る 、 医 療 機 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 医 療 機 器 で あ っ て 、
　 前 記 シ ー ス は 、 実 質 的 に ま っ す ぐ に 配 置 す る と 、 実 質 的 に ま っ す ぐ な 中 心 線 を 有 し 、
　 前 記 第 １ の あ ご 部 は 、 縦 方 向 に 延 び る 第 １ の 中 心 線 を 有 し 、 前 記 第 ２ の あ ご 部 は 、 縦 方
向 に 延 び る 第 ２ の 中 心 線 を 有 し 、
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の あ ご 部 の 少 な く と も 一 方 を 前 記 第 ２ の あ ご 部 が 前 記 第 １ の あ ご 部
に 隣 接 す る 位 置 ま で 回 転 さ せ た 場 合 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 中 心 線 が 前 記 実 質 的 に ま っ す
ぐ な 中 心 線 に 平 行 で あ り 、 前 記 第 １ の 中 心 線 が 前 記 第 ２ の 中 心 線 と 、 前 記 実 質 的 に ま っ す
ぐ な 中 心 線 と の 間 に あ る 、
　 医 療 機 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 医 療 機 器 で あ っ て 、
　 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ を 患 者 の 食 道 に 挿 入 す る こ と が で き る 、 医 療 機 器 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 医 療 機 器 で あ っ て 、
　 前 記 シ ー ス お よ び 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ の 一 方 を ガ イ ド ワ イ ヤ に 動 作 可 能 に 取 り 付 け る
こ と が で き る 、 医 療 機 器 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 医 療 機 器 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の あ ご 部 が 、 内 視 鏡 の 可 撓 管 の 作 業 端 を つ か む よ う に な っ て い る 、
医 療 機 器 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ６ 記 載 の 医 療 機 器 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ の あ ご 部 が 貫 通 孔 を 有 し 、 前 記 貫 通 孔 は 、 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ を 患 者 に 挿 入
し 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の あ ご 部 が 前 記 作 業 端 を つ か み 、 そ し て 、 前 記 内 視 鏡 を 使 っ て 前
記 作 業 端 に 吸 引 を 加 え た と き に 、 前 記 患 者 の 組 織 が 入 る よ う に な っ て い る 、 医 療 機 器 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 医 療 機 器 で あ っ て 、
　 前 記 第 ２ の あ ご 部 が 実 質 的 に 透 明 で あ る 、 医 療 機 器 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 医 療 機 器 で あ っ て 、
　 前 記 シ ー ス は 、 近 位 端 と 、 前 記 近 位 端 に 取 り 付 け ら れ た ハ ン ド ル と を 有 し 、
　 前 記 ハ ン ド ル は 、 使 用 者 操 作 式 ア ク チ ュ エ ー タ を 有 し 、
　 前 記 使 用 者 操 作 式 ア ク チ ュ エ ー タ は 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の あ ご 部 の 少 な く と も 一 方 に
動 作 可 能 に 接 続 さ れ て い て 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の あ ご 部 の 少 な く と も 一 方 を 回 転 さ せ る
、
　 医 療 機 器 。
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【 請 求 項 １ ０ 】
　 医 療 機 器 で あ っ て 、
　 ａ ） 遠 位 端 を 有 す る 可 撓 性 シ ー ス と 、
　 ｂ ） 前 記 遠 位 端 の 近 傍 に お い て 前 記 シ ー ス に 取 り 付 け て あ り 、 患 者 に 挿 入 可 能 で あ る エ
ン ド エ フ ェ ク タ で あ っ て 、 対 向 し て い て 、 か つ 、 向 き が 逆 で あ る 第 １ お よ び 第 ２ の あ ご 部
を 有 し 、 か つ 、 前 記 第 ２ の あ ご 部 に よ っ て 支 持 さ れ て い る 少 な く と も １ つ の 治 療 用 電 極 を
有 し て お り 、 前 記 第 ２ の あ ご 部 が 回 転 可 能 で あ る 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ と 、
　 を 備 え る 医 療 機 器 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 医 療 機 器 で あ っ て 、
　 ａ ） 遠 位 端 を 有 す る 可 撓 性 シ ー ス と 、
　 ｂ ） 前 記 遠 位 端 の 近 傍 で 前 記 シ ー ス に 取 り 付 け ら れ て お り 、 患 者 に 挿 入 す る こ と が で き
る エ ン ド エ フ ェ ク タ で あ っ て 、 対 向 し て い て 、 か つ 、 向 き が 逆 に な っ て い る 第 １ お よ び 第
２ の あ ご 部 を 有 し 、 か つ 、 前 記 第 ２ の あ ご 部 に よ り 支 持 さ れ て い る 少 な く と も １ つ の 治 療
用 電 極 を 有 し て お り 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の あ ご 部 が 回 転 可 能 で あ る エ ン ド エ フ ェ ク タ と
、 を 備 え る 医 療 機 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 開 示 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ １ 】
〔 発 明 の 分 野 〕
　 本 発 明 は 、 概 し て 、 医 療 機 器 に 関 す る も の で あ り 、 よ り 詳 細 に は 、 治 療 用 電 極 が あ る エ
ン ド エ フ ェ ク タ を 有 す る 医 療 機 器 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
〔 発 明 の 背 景 〕
　 あ る 公 知 の 医 療 機 器 に は 、 遠 位 端 を 有 す る カ テ ー テ ル が あ り 、 そ の 遠 位 端 に は 、 ２ つ の
治 療 用 電 極 を 有 す る エ ン ド エ フ ェ ク タ が あ る 。 こ の カ テ ー テ ル の 遠 位 端 は 、 可 撓 管 が 患 者
の 食 道 に 入 っ て い る 内 視 鏡 の 作 業 チ ャ ネ ル 開 口 部 に 挿 入 す る こ と が で き る 。 作 動 可 能 に 電
極 に 接 続 し た 医 療 用 無 線 周 波 数 （ Ｒ Ｆ ） 発 生 器 で 電 極 に 医 療 用 Ｒ Ｆ エ ネ ル ギ ー を 供 給 し 、
患 者 の 食 道 の 組 織 に お け る 出 血 を 止 め る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 今 な お 、 科 学 者 や 技 術 者 は 、 治 療 用 電 極 の あ る エ ン ド エ フ ェ ク タ を 有 す る 医 療 機 器 の 改
良 を 求 め 続 け て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
〔 概 要 〕
　 医 療 機 器 の 実 施 形 態 に お け る 第 １ の 表 現 は 、 可 撓 性 シ ー ス お よ び エ ン ド エ フ ェ ク タ を 有
す る 。 シ ー ス は 、 遠 位 端 を 有 す る 。 エ ン ド エ フ ェ ク タ は 、 遠 位 端 近 傍 で シ ー ス に 取 り 付 け
て あ り 、 患 者 に 挿 入 す る こ と が で き る 。 エ ン ド エ フ ェ ク タ は 、 対 向 し て い て 、 か つ 、 向 き
が 逆 に な っ て い る 第 １ お よ び 第 ２ の あ ご 部 を 有 し 、 か つ 、 少 な く と も １ つ の 治 療 用 電 極 を
有 し て お り 、 治 療 用 電 極 は 、 第 ２ の あ ご 部 に よ っ て 支 持 さ れ て い る 。 第 １ お よ び 第 ２ の あ
ご 部 の 少 な く と も 一 方 は 、 回 転 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 い く つ か の 利 益 や 利 点 が 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に お け る 第 １ の 表 現 か ら 得 ら れ る 。 あ る 応
用 例 で は 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ を 患 者 の 食 道 ま た は 胃 に 、 第 １ お よ び 第 ２ の あ ご 部 を よ り 閉
じ た 位 置 に し て 挿 入 し 、 そ し て 、 あ ご 部 を よ り 開 い た 位 置 に し 、 第 ２ の あ ご 部 を 患 者 の 組
織 に 押 圧 し て 、 患 者 の 組 織 を 少 な く と も １ つ の 治 療 用 電 極 で 治 療 す る 。 別 の 応 用 例 で は 、
エ ン ド エ フ ェ ク タ を 患 者 の 食 道 ま た は 胃 に 、 よ り 閉 じ た 位 置 に し て 挿 入 し 、 そ し て 、 あ ご
部 で 内 視 鏡 の 可 撓 管 の 遠 位 端 を つ か み 、 内 視 鏡 を 使 っ て 可 撓 管 の 遠 位 端 を 曲 げ 、 第 ２ の あ
ご 部 を 動 か し て 患 者 の 組 織 に 押 し 付 け た 状 態 で 、 患 者 の 組 織 を 少 な く と も １ つ の 治 療 用 電
極 で 治 療 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
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〔 詳 細 な 説 明 〕
　 本 発 明 の 実 施 形 態 を 詳 細 に 説 明 す る 前 に 、 実 施 形 態 の 応 用 お よ び 用 途 が 、 添 付 の 図 面 お
よ び 記 載 に お け る 部 品 お よ び ス テ ッ プ の 詳 細 な 構 造 お よ び 配 列 の 限 定 さ れ な い 点 を 特 に 強
調 し て お く 。 本 発 明 に つ い て 例 示 す る 実 施 形 態 は 、 他 の 実 施 形 態 、 変 形 例 、 お よ び 変 更 例
で 実 施 ま た は 導 入 す る こ と が で き 、 か つ 、 い ろ い ろ な 方 法 で 実 行 ま た は 実 施 す る こ と が で
き る 。 ま た 、 別 途 指 摘 し な い 限 り は 、 本 明 細 書 で 使 用 す る 用 語 お よ び 表 現 は 、 読 者 の 便 宜
を 考 え て 、 本 発 明 を 例 示 す る 実 施 形 態 を 記 述 す る 目 的 で 選 択 し た も の で あ り 、 本 発 明 の 限
定 を 目 的 と す る も の で は な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 当 然 の こ と な が ら 、 後 述 す る 実 施 形 態 の 表 現 、 例 、 そ の 他 の い ず れ か １ つ 以 上 を 、
後 述 す る 実 施 形 態 、 表 現 、 そ の 他 の い ず れ か 他 の １ つ 以 上 と 組 み 合 わ せ る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 医 療 機 器 １ ０ に つ い て の 実 施 形 態 を 図 １ ～ 図 ５ に 示 し た 。 図 １ ～ 図 ５ に お け る
実 施 形 態 の 第 １ の 表 現 は 、 可 撓 性 シ ー ス １ ２ お よ び エ ン ド エ フ ェ ク タ １ ４ を 有 す る 医 療 機
器 １ ０ に 対 す る も の で あ る 。 シ ー ス １ ２ は 、 遠 位 端 １ ６ を 有 す る 。 エ ン ド エ フ ェ ク タ １ ４
は 、 遠 位 端 １ ６ の 近 傍 に お い て シ ー ス １ ２ に 取 り 付 け ら れ て お り 、 患 者 １ ８ に 挿 入 す る こ
と が で き る 。 エ ン ド エ フ ェ ク タ １ ４ は 、 対 向 し て い て 、 か つ 、 向 き が 逆 に な っ て い る 第 １
の あ ご 部 ２ ０ お よ び 第 ２ の あ ご 部 ２ ２ を 有 し 、 ま た 、 少 な く と も １ つ の 治 療 用 電 極 ２ ４ お
よ び ２ ６ を 有 し て い る 。 治 療 用 電 極 ２ ４ お よ び ２ ６ は 、 第 ２ の あ ご 部 ２ ２ に よ っ て 支 持 さ
れ て い る 。 第 １ の あ ご 部 ２ ０ お よ び 第 ２ の あ ご 部 ２ ２ の 少 な く と も 一 方 は 、 回 転 可 能 で あ
る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ ～ 図 ５ に お け る 実 施 形 態 の 第 １ の 表 現 に つ い て の あ る 実 施 例 で は 、 少 な く と も １ つ
の 治 療 用 電 極 ２ ４ お よ び ２ ６ が 、 ２ つ の 治 療 用 電 極 ２ ４ お よ び ２ ６ を 有 し て い る 。 ２ つ の
治 療 用 電 極 ２ ４ お よ び ２ ６ は 、 （ フ ッ ト ス イ ッ チ ２ ９ を 用 い る な ど し て ） 医 療 用 無 線 周 波
数 （ Ｒ Ｆ ） 発 生 器 ２ ８ に 作 動 可 能 に 接 続 す る こ と が で き る 。 あ る 変 形 例 で は 、 ２ つ の 医 療
用 電 極 ２ ４ お よ び ２ ６ を バ イ ポ ー ラ 方 式 で 作 動 さ せ る 。 他 の 変 形 例 （ ま た は 、 電 極 が １ つ
し か な い 別 の 実 施 例 ） で は 、 ２ つ の （ ま た は １ つ の ） 治 療 用 電 極 ２ ４ お よ び ２ ６ を モ ノ ポ
ー ラ 方 式 で 作 動 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ ～ 図 ５ に お け る 実 施 形 態 の 第 １ の 表 現 に つ い て の あ る 構 造 で は 、 シ ー ス １ ２ が 、 実
質 的 に ま っ す ぐ に 配 置 し た と き に 、 実 質 的 に ま っ す ぐ な 中 心 線 ３ ０ を 有 し 、 第 １ の あ ご 部
２ ０ が 縦 方 向 に 延 び る 第 １ の 中 心 線 ３ ２ を 有 し 、 第 ２ の あ ご 部 ２ ２ が 縦 方 向 に 延 び る 第 ２
の 中 心 線 ３ ４ を 有 す る 。 こ の よ う な 構 造 で は 、 第 １ の あ ご 部 ２ ０ お よ び 第 ２ の あ ご 部 ２ ２
の 少 な く と も 一 方 を 、 （ 図 ２ に 示 す よ う に ） 第 ２ の あ ご 部 ２ ２ が 第 １ の あ ご 部 ２ ０ に 隣 接
す る 位 置 （ よ り 閉 じ た 位 置 、 と い う ） ま で 回 転 さ せ る と 、 第 １ の 中 心 線 ３ ２ お よ び 第 ２ の
中 心 線 ３ ４ が 、 実 質 的 に ま っ す ぐ な 中 心 線 ３ ０ と 実 質 的 に 平 行 と な り 、 第 １ の 中 心 線 ３ ２
が 、 第 ２ の 中 心 線 ３ ４ と 、 実 質 的 に ま っ す ぐ な 中 心 線 ３ ０ と の 間 に 配 置 さ れ る 。 な お 、 よ
り 閉 じ た 位 置 で は 、 対 向 し て い て 、 向 き が 逆 に な っ て い る 第 １ の あ ご 部 ２ ０ お よ び 第 ２ の
あ ご 部 ２ ２ が 、 シ ー ス １ ２ を 実 質 的 に ま っ す ぐ に 、 か つ 、 第 １ の あ ご 部 ２ ０ お よ び 第 ２ の
あ ご 部 ２ ２ に 平 行 に 配 置 し て い れ ば 、 シ ー ス １ ２ の 近 位 端 ４ ６ の 方 へ と 後 方 を 向 い て い る
こ と に 留 意 さ れ た い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ ～ 図 ５ に お け る 実 施 形 態 の 第 １ の 表 現 に つ い て の あ る 応 用 例 で は 、 エ ン ド エ フ ェ ク
タ １ ４ を 患 者 １ ８ の 食 道 ３ ６ に 挿 入 す る こ と が で き る 。 あ る 利 用 例 で は 、 シ ー ル １ ２ お よ
び エ ン ド エ フ ェ ク タ １ ４ の 一 方 を ガ イ ド ワ イ ヤ ３ ８ に 動 作 可 能 に 取 り 付 け る こ と が で き る
。 あ る 使 用 例 で は 、 第 １ の あ ご 部 ２ ０ お よ び 第 ２ の あ ご 部 ２ ２ が 、 内 視 鏡 ４ ４ の 可 撓 管 ４
２ （ 可 撓 管 ４ ２ の 部 分 の み が 図 ５ に 示 さ れ て い る ） の 作 業 端 ４ ０ を つ か む よ う に な っ て い
る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
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　 図 １ ～ 図 ５ に お け る 実 施 形 態 の 第 １ の 表 現 に つ い て の あ る 実 用 化 例 で は 、 第 １ の あ ご 部
２ ０ に 貫 通 孔 ２ １ が あ る 。 こ の 貫 通 孔 ２ １ は 、 第 １ の あ ご 部 ２ ０ お よ び 第 ２ の あ ご 部 ２ ２
が 、 内 視 鏡 ４ ４ の 可 撓 管 ４ ２ に お け る 作 業 端 ４ ０ を つ か み 、 か つ 、 内 視 鏡 ４ ４ を 使 っ て 作
業 端 ４ ０ に 吸 引 を 加 え た 場 合 に 、 患 者 の 組 織 が 入 り 込 む よ う に な っ て い る 。 あ る 例 で は 、
エ ン ド エ フ ェ ク タ １ ４ を 患 者 １ ８ の 食 道 ３ ６ に 挿 入 し 、 第 １ の あ ご 部 ２ ０ お よ び 第 ２ の あ
ご 部 ２ ２ が 内 視 鏡 ４ ４ の 可 撓 管 ４ ２ に お け る 作 業 端 ４ ０ を つ か み 、 そ し て 、 内 視 鏡 ４ ４ を
使 っ て 作 業 端 ４ ０ に 吸 引 を 加 え た と き に 、 第 １ の あ ご 部 ２ ０ を 囲 む 食 道 の 組 織 が 、 第 １ の
あ ご 部 ２ ０ の 貫 通 孔 ２ １ に 引 き 込 ま れ 、 第 １ の あ ご 部 ２ ０ お よ び 第 ２ の あ ご 部 ２ ２ の 間 に
形 成 さ れ て い る チ ャ ン バ ー に 入 る 。 こ れ に よ り 、 第 ２ の あ ご 部 ２ ２ の 周 り に あ る 食 道 の 組
織 が 締 め 付 け ら れ 、 少 な く と も １ つ の 治 療 用 電 極 ２ ４ お よ び ２ ６ に い っ そ う ぴ っ た り と 接
触 す る よ う に な り 、 こ れ に よ り 、 患 者 の 組 織 の 焦 げ が 軽 減 さ れ て 組 織 の 治 療 の 非 目 視 観 察
が 改 善 さ れ 、 か つ 、 止 血 が 改 善 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ ～ 図 ５ に お け る 実 施 形 態 の 第 １ の 表 現 に つ い て の あ る 構 成 で は 、 第 ２ の あ ご 部 ２ ２
が 実 質 的 に 透 明 で あ る 。 あ る 変 形 例 で は 、 第 １ の あ ご 部 ２ ０ も ま た 実 質 的 に 透 明 で あ る 。
あ る 改 造 例 で は 、 第 １ の あ ご 部 ２ ０ お よ び 第 ２ の あ ご 部 ２ ２ が 、 実 質 的 に 透 明 な ポ リ カ ー
ボ ネ イ ト を 含 む 、 か ら 実 質 的 に 構 成 さ れ て い る 、 ま た は 、 か ら 構 成 さ れ て い る 。 同 一 ま た
は 異 な る 改 造 例 で は 、 第 １ の あ ご 部 ２ ０ お よ び 第 ２ の あ ご 部 ２ ２ が 実 質 的 に 剛 体 と な っ て
い る 。 あ る 利 用 例 で は 、 不 図 示 の 柔 軟 な エ ン ド キ ャ ッ プ 部 分 が あ ご 部 ２ ０ お よ び ２ ２ の 各
々 に 取 り 付 け ら れ て い て 、 あ ご 部 ２ ０ お よ び ２ ２ が 、 内 視 鏡 ４ ４ の 可 撓 管 ４ ２ の 作 業 端 ４
０ を つ か む と き の 衝 撃 を 和 ら げ て い る （ か つ 、 吸 引 に 対 す る 密 封 を よ り よ く し て い る ） 。
あ る 例 で は 、 少 な く と も １ つ の 治 療 用 電 極 ２ ４ お よ び ２ ６ が 銅 電 極 で あ り 、 ニ ッ ケ ル メ ッ
キ を し て 、 さ ら に 金 メ ッ キ が し て あ る 。 同 一 ま た は 異 な る 例 に お い て 、 少 な く と も １ つ の
治 療 用 電 極 ２ ４ お よ び ２ ６ は 、 ２ つ の 電 極 ２ ４ お よ び ２ ６ を 有 し 、 こ の ２ つ の 電 極 ２ ４ お
よ び ２ ６ は 、 不 図 示 の 、 実 質 的 に 透 明 な フ レ キ シ ブ ル 基 板 に 接 着 さ れ て お り （ こ の 基 板 は
、 ポ リ エ ス テ ル を 含 む 、 か ら 実 質 的 に 構 成 さ れ て い る 、 か ら 構 成 さ れ て い る 基 板 な ど で あ
る ） 、 こ の 基 板 は 、 第 ２ の あ ご 部 ２ ２ に 取 り 付 け ら れ て い る 。 実 質 的 に 透 明 な あ ご 部 ２ ０
お よ び ２ ２ 、 並 び に 基 板 を 有 す る こ と に よ り 、 当 業 者 な ら 分 か る よ う に 、 内 視 鏡 ４ ４ を 用
い て 、 ２ つ の 電 極 ２ ４ お よ び ２ ６ の 間 に あ る 患 者 の 組 織 を 、 治 療 中 に 、 目 視 観 察 す る こ と
が で き る 。 あ る 実 用 例 で は 、 不 図 示 の 導 線 が 電 極 ２ ４ お よ び ２ ６ を 取 り 付 け ら れ 、 シ ー ス
１ ２ の 壁 部 に 通 さ れ て い る 。 同 一 ま た は 異 な る 実 用 例 で は 、 あ ご 部 ２ ０ お よ び ２ ２ 、 並 び
に 基 板 に あ る 吸 引 孔 （ 貫 通 孔 ２ １ の み が 示 さ れ て い る ） が 、 内 視 鏡 の 吸 引 に よ り 、 患 者 の
組 織 を 電 極 ２ ４ お よ び ２ ６ に い っ そ う ぴ っ た り と 接 触 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ ～ 図 ５ に お け る 実 施 形 態 の 第 １ の 表 現 に つ い て の あ る デ ザ イ ン で は 、 閉 じ た あ ご 部
２ ０ お よ び ２ ２ の そ の 自 由 端 に お け る 断 面 積 が 、 そ の 旋 回 部 に お け る 断 面 積 よ り も 小 さ く
、 か つ 、 内 視 鏡 ４ ４ の 可 撓 管 ４ ２ に お け る 作 業 端 ４ ０ の 断 面 積 よ り も 小 さ く て 、 エ ン ド エ
フ ェ ク タ １ ４ を 患 者 １ ８ か ら 取 り 出 し や す く な っ て い る 。 あ る 変 形 例 で は 、 あ ご 部 ２ ０ お
よ び ２ ２ が 、 そ れ ら の 中 心 線 ３ ２ お よ び ３ ４ が 実 質 的 に 平 行 と な る 位 置 に お い て 、 互 い に
隣 接 し て い る 場 合 、 あ ご 部 ２ ０ お よ び ２ ２ の 断 面 積 は 、 内 視 鏡 ４ ４ の 可 撓 管 ４ ２ に お け る
作 業 端 ４ ０ の 断 面 積 と 実 質 的 に 等 し い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ ～ 図 ５ に お け る 実 施 形 態 の 第 １ の 表 現 に つ い て の あ る 拡 張 例 で は 、 シ ー ス １ ２ が 近
位 端 ４ ６ を 有 し 、 医 療 機 器 １ ０ が 、 そ の 近 位 端 ４ ６ に 取 り 付 け ら れ た ハ ン ド ル ４ ８ を さ ら
に 有 す る 。 あ る 変 形 例 で は 、 そ の ハ ン ド ル ４ ８ に 使 用 者 操 作 式 ア ク チ ュ エ ー タ ５ ０ が あ り
、 こ の 使 用 者 操 作 式 ア ク チ ュ エ ー タ ５ ０ は 、 第 １ の あ ご 部 ２ ０ お よ び 第 ２ の あ ご 部 ２ ２ の
少 な く と も 一 方 に 動 作 可 能 に 接 続 さ れ て い て 、 第 １ の あ ご 部 ２ ０ お よ び 第 ２ の あ ご 部 ２ ２
の 少 な く と も 一 方 を 回 転 さ せ る 。 あ る 改 造 例 で は 、 不 図 示 の プ ッ シ ュ ／ プ ル ・ ロ ッ ド に よ
り 、 使 用 者 操 作 式 ア ク チ ュ エ ー タ ５ ０ が 第 １ の あ ご 部 ２ ０ お よ び 第 ２ の あ ご 部 ２ ２ の 少 な
く と も 一 方 に 動 作 可 能 に 接 続 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ １ ６ 】
　 患 者 の 組 織 を 治 療 す る 第 １ の 方 法 は 、 図 １ ～ 図 ５ に お け る 実 施 形 態 の 第 １ の 表 現 に つ い
て の 医 療 機 器 １ ０ を 使 用 す る も の で 、 い く つ か の ス テ ッ プ を 含 ん で い る 。 あ る ス テ ッ プ に
は 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ １ ４ を 患 者 １ ８ の 口 に 挿 入 し 、 そ の エ ン ド エ フ ェ ク タ １ ４ を 患 者 １
８ の 食 道 ３ ６ ま た は 胃 ま で 移 動 さ せ る こ と が 含 ま れ る 。 別 の ス テ ッ プ に は 、 内 視 鏡 ４ ４ の
可 撓 管 ４ ２ の 作 業 端 ４ ０ を 患 者 １ ８ の 口 に 挿 入 し 、 そ の 内 視 鏡 ４ ４ の 可 撓 管 ４ ２ の 作 業 端
４ ０ を 患 者 １ ８ の 食 道 ３ ６ ま た は 胃 ま で 移 動 さ せ る こ と が 含 ま れ る 。 別 の ス テ ッ プ に は 、
可 撓 管 ４ ２ の 作 業 端 ４ ０ を 第 １ の あ ご 部 ２ ０ お よ び 第 ２ の あ ご 部 ２ ２ で つ か む こ と が 含 ま
れ る 。 別 の ス テ ッ プ に は 、 内 視 鏡 ４ ４ を 使 っ て 可 撓 管 ４ ２ の 作 業 端 ４ ０ を 曲 げ 、 第 ２ の あ
ご 部 ２ ２ を 動 か し 、 食 道 ３ ６ ま た は 胃 に お け る 患 者 の 組 織 に 押 し 付 け る こ と が 含 ま れ る 。
別 の ス テ ッ プ に は 、 少 な く と も １ つ の 治 療 用 電 極 ２ ４ お よ び ２ ６ を 使 っ て 患 者 の 組 織 を 治
療 す る こ と が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 第 １ の 方 法 の あ る 利 用 例 で は 、 食 道 ３ ６ ま た は 胃 に 配 置 す る た め に 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ３ ８
を 内 視 鏡 ４ ４ の 不 図 示 の 作 業 チ ャ ネ ル 用 開 口 部 を 介 し て 患 者 に 挿 入 す る 。 内 視 鏡 ４ ４ の 可
撓 管 ４ ２ を 患 者 １ ８ か ら 取 り 去 っ た 後 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ １ ４ を 患 者 １ ８ の 口 に 挿 入 し 、
そ の エ ン ド エ フ ェ ク タ １ ４ を 患 者 １ ８ の 食 道 ３ ６ ま た は 胃 に 移 動 さ せ る ス テ ッ プ の 前 に 、
シ ー ス １ ２ ま た は エ ン ド エ フ ェ ク タ １ ４ を ガ イ ド ワ イ ヤ ３ ８ に 取 り 付 け る 。 あ る 変 形 例 で
は 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ を 挿 入 す る ス テ ッ プ の 後 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ３ ８ を 患 者 １ ８ か ら 取 り 去
る 前 に 、 電 極 ２ ４ お よ び ２ ６ が 求 め る 位 置 に あ る こ と を 目 視 で 確 認 す る た め に 、 内 視 鏡 ４
４ の 可 撓 管 ４ ２ を 患 者 に 再 び 挿 入 す る 。 あ る 改 造 例 で は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ３ ８ を 患 者 １ ８ か
ら 取 り 去 っ た 後 に 、 内 視 鏡 ４ ４ を 使 っ て 、 治 療 中 に 、 電 極 ２ ４ お よ び ２ ６ の 間 に あ る 患 者
の 組 織 を 目 視 で 観 察 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 あ る 医 療 処 置 で は 、 少 な く と も １ つ の 治 療 用 電 極 ２ ４ お よ び ２ ６ を 組 織 表 面 下 の 浅 い 深
さ ま で 患 者 の 組 織 を 融 除 す る の に 使 用 す る 。 あ る 例 で は 、 医 療 機 器 １ ０ を 食 道 ３ ６ の 内 層
(inner lining)の バ レ ッ ト 疾 患 (Barrett's disease)を 治 療 す る の に 使 用 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ ～ 図 ５ に お け る 実 施 形 態 の 第 ２ の 表 現 は 、 可 撓 性 シ ー ス １ ２ お よ び エ ン ド エ フ ェ ク
タ １ ４ を 有 す る 医 療 機 器 １ ０ に つ い て の も の で あ る 。 シ ー ス １ ２ は 、 遠 位 端 １ ６ を 有 す る
。 エ ン ド エ フ ェ ク タ １ ４ は 、 遠 位 端 １ ６ の 近 傍 に お い て シ ー ス １ ２ に 取 り 付 け て あ り 、 患
者 １ ８ に 挿 入 す る こ と が で き る 。 エ ン ド エ フ ェ ク タ １ ４ は 、 対 向 し て い て 、 か つ 、 向 き が
逆 に な っ て い る 第 １ の あ ご 部 ２ ０ お よ び 第 ２ の あ ご 部 ２ ２ を 有 し 、 か つ 、 少 な く と も １ つ
の 治 療 用 電 極 ２ ４ お よ び ２ ６ を 有 し て お り 、 治 療 用 電 極 ２ ４ お よ び ２ ６ は 、 第 ２ の あ ご 部
２ ２ に よ っ て 支 持 さ れ て い る 。 第 ２ の あ ご 部 ２ ２ は 、 回 転 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 患 者 の 組 織 を 治 療 す る 第 ２ の 方 法 は 、 図 １ ～ 図 ５ の 実 施 形 態 に お け る 第 ２ の 表 現 の 医 療
機 器 １ ０ を 使 用 す る も の で 、 い く つ か の ス テ ッ プ を 含 ん で い る 。 あ る ス テ ッ プ に は 、 エ ン
ド エ フ ェ ク タ １ ４ を 患 者 １ ８ の 口 に 挿 入 し 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ １ ４ を 患 者 １ ８ の 食 道 ３ ６
ま た は 胃 ま で 移 動 さ せ る こ と が 含 ま れ る 。 別 の ス テ ッ プ に は 、 第 ２ の あ ご 部 ２ ２ を 回 し て
、 食 道 ３ ６ ま た は 胃 に お け る 患 者 の 組 織 に 押 し 付 け る こ と が 含 ま れ る 。 別 の ス テ ッ プ に は
、 少 な く と も １ つ の 治 療 用 電 極 ２ ４ お よ び ２ ６ を 使 っ て 患 者 の 組 織 を 治 療 す る こ と が 含 ま
れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 な お 、 図 １ ～ 図 ５ に お け る 実 施 形 態 の 第 １ の 表 現 に つ い て の 実 施 例 、 構 造 例 、 応 用 例 、
そ の 他 は 、 図 １ ～ 図 ５ に お け る 実 施 形 態 の 第 ２ の 表 現 に 同 じ よ う に 適 用 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ ～ 図 ５ に お け る 実 施 形 態 の 第 ３ の 表 現 は 、 可 撓 性 シ ー ス １ ２ お よ び エ ン ド エ フ ェ ク
タ １ ４ を 有 す る 医 療 機 器 １ ０ に つ い て の も の で あ る 。 シ ー ス １ ２ は 、 遠 位 端 １ ６ を 有 す る
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。 エ ン ド エ フ ェ ク タ １ ４ は 、 遠 位 端 １ ６ の 近 傍 で シ ー ス １ ２ に 取 り 付 け て あ り 、 患 者 １ ８
に 挿 入 す る こ と が で き る 。 エ ン ド エ フ ェ ク タ １ ４ は 、 対 向 し て い て 、 か つ 、 向 き が 逆 に な
っ て い る 第 １ の あ ご 部 ２ ０ お よ び 第 ２ の あ ご 部 ２ ２ を 有 し 、 か つ 、 少 な く と も １ つ の 治 療
用 電 極 ２ ４ お よ び ２ ６ を 有 し て お り 、 こ の 治 療 用 電 極 ２ ４ お よ び ２ ６ は 、 第 ２ の あ ご 部 ２
２ に よ っ て 支 持 さ れ て い る 。 第 １ の あ ご 部 ２ ０ お よ び 第 ２ の あ ご 部 ２ ２ は 、 回 転 可 能 で あ
る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 な お 、 図 １ ～ 図 ５ に お け る 実 施 形 態 の 第 １ の 表 現 に つ い て の 実 施 例 、 構 造 例 、 応 用 例 、
方 法 、 そ の 他 は 、 図 １ ～ 図 ５ に お け る 実 施 形 態 の 第 ３ の 表 現 に 同 じ よ う に 適 用 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 １ ～ 図 ５ に お け る 実 施 形 態 の 第 １ 、 第 ２ お よ び 第 ３ 表 現 の い ず れ か １ つ 以 上 ま た は 全
て に つ い て の あ る 構 成 に お い て 、 第 １ の あ ご 部 ２ ０ お よ び 第 ２ の あ ご 部 ２ ２ の 一 方 ま た は
両 方 の 回 転 は 、 旋 回 軸 ５ ２ 周 り の も の で あ り 、 こ の 旋 回 軸 ５ ２ は 、 第 １ の 中 心 線 ３ ２ お よ
び 第 ２ の 中 心 線 ３ ４ に 対 し て 実 質 的 に 垂 直 に 位 置 が 合 わ せ て あ る 。 第 １ の あ ご 部 ２ ０ お よ
び 第 ２ の あ ご 部 ２ ２ の 一 方 ま た は 両 方 を 回 転 さ せ る こ と が で き る 機 構 は 、 医 療 機 器 に 関 し
て 公 知 で あ る 通 常 の 技 術 水 準 の 範 囲 内 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 い く つ か の 利 益 や 利 点 が 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に お け る 第 一 の 表 現 か ら 得 ら れ る 。 あ る 応
用 例 で は 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ を 患 者 の 食 道 ま た は 胃 に 、 第 １ お よ び 第 ２ の あ ご 部 を よ り 閉
じ た 位 置 に し て 挿 入 し 、 そ し て 、 あ ご 部 を よ り 開 い た 位 置 に し 、 第 ２ の あ ご 部 を 患 者 の 組
織 に 押 圧 し た 状 態 で 、 患 者 の 組 織 を 、 少 な く と も １ つ の 治 療 用 電 極 で 治 療 す る 。 別 の 応 用
例 で は 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ を 患 者 の 食 道 ま た は 胃 に 、 よ り 閉 じ た 位 置 に し て 挿 入 し 、 そ し
て 、 あ ご 部 で 内 視 鏡 の 可 撓 管 の 遠 位 端 を つ か み 、 内 視 鏡 を 使 っ て 可 撓 管 の 遠 位 端 を 曲 げ 、
第 ２ の あ ご 部 を 動 か し て 患 者 の 組 織 に 押 し 付 け た 状 態 で 、 患 者 の 組 織 を 、 少 な く と も １ つ
の 治 療 用 電 極 で 治 療 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 に つ い て 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に お け る い く つ か の 表 現 、 実 施 例 、 構 造 例 、 そ の 他
に つ い て の 記 載 に よ り 説 明 し た が 、 本 願 出 願 人 に は 、 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 に お け る 趣 旨
お よ び 範 囲 を そ の よ う な 詳 細 に 限 定 ま た は 制 限 す る 意 図 は な い 。 当 業 者 は 、 本 発 明 の 範 囲
か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 非 常 に 多 く の 変 形 、 変 更 、 お よ び 代 用 を 思 い つ く で あ ろ う 。 当 然
の こ と な が ら 、 上 記 は 例 で あ り 、 当 業 者 は 、 添 付 の 特 許 請 求 の 趣 旨 お よ び 範 囲 か ら 逸 脱 す
る こ と な く 、 他 の 改 造 を 思 い つ く で あ ろ う 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
〔 実 施 の 態 様 〕
（ １ ） 　 医 療 機 器 で あ っ て 、
　 ａ ） 遠 位 端 を 有 す る 可 撓 性 シ ー ス と 、
　 ｂ ） 前 記 遠 位 端 の 近 傍 で 前 記 シ ー ス に 取 り 付 け ら れ て お り 、 患 者 に 挿 入 可 能 な エ ン ド エ
フ ェ ク タ で あ っ て 、 対 向 し て い て 、 か つ 、 向 き が 逆 で あ る 第 １ お よ び 第 ２ の あ ご 部 を 有 し
、 か つ 、 前 記 第 ２ の あ ご 部 に よ り 支 持 さ れ て い る 少 な く と も １ つ の 治 療 用 電 極 を 有 し 、 前
記 第 １ お よ び 第 ２ の あ ご 部 の 少 な く と も 一 方 が 回 転 可 能 で あ る 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ と 、 を
備 え る 医 療 機 器 。
（ ２ ） 　 実 施 態 様 １ 記 載 の 医 療 機 器 で あ っ て 、
　 前 記 少 な く と も １ つ の 治 療 用 電 極 は 、 ２ つ 治 療 用 電 極 を 含 み 、 前 記 ２ つ の 治 療 用 電 極 は
、 医 療 用 無 線 周 波 数 （ Ｒ Ｆ ） 発 生 器 に 作 動 可 能 に 接 続 す る こ と が で き る 、 医 療 機 器 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
（ ３ ） 　 実 施 態 様 １ 記 載 の 医 療 機 器 で あ っ て 、
　 前 記 シ ー ス は 、 実 質 的 に ま っ す ぐ に 配 置 す る と 、 実 質 的 に ま っ す ぐ な 中 心 線 を 有 し 、 前
記 第 １ の あ ご 部 は 、 縦 方 向 に 延 び る 第 １ の 中 心 線 を 有 し 、 前 記 第 ２ の あ ご 部 は 、 縦 方 向 に
延 び る 第 ２ の 中 心 線 を 有 し 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の あ ご 部 の 少 な く と も 一 方 を 前 記 第 ２ の
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あ ご 部 が 前 記 第 １ の あ ご 部 に 隣 接 す る 位 置 ま で 回 転 さ せ た 場 合 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 中
心 線 が 前 記 実 質 的 に ま っ す ぐ な 中 心 線 に 平 行 で あ り 、 前 記 第 １ の 中 心 線 が 前 記 第 ２ の 中 心
線 と 、 前 記 実 質 的 に ま っ す ぐ な 中 心 線 と の 間 に あ る 、 医 療 機 器 。
（ ４ ） 　 実 施 態 様 １ 記 載 の 医 療 機 器 で あ っ て 、
　 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ を 患 者 の 食 道 に 挿 入 す る こ と が で き る 、 医 療 機 器 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
（ ５ ） 　 実 施 態 様 １ 記 載 の 医 療 機 器 で あ っ て 、
　 前 記 シ ー ス お よ び 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ の 一 方 を ガ イ ド ワ イ ヤ に 動 作 可 能 に 取 り 付 け る
こ と が で き る 、 医 療 機 器 。
（ ６ ） 　 実 施 態 様 １ 記 載 の 医 療 機 器 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の あ ご 部 が 、 内 視 鏡 の 可 撓 管 の 作 業 端 を つ か む よ う に な っ て い る 、
医 療 機 器 。
（ ７ ） 　 実 施 態 様 ６ 記 載 の 医 療 機 器 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ の あ ご 部 が 貫 通 孔 を 有 し 、 前 記 貫 通 孔 は 、 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ を 患 者 に 挿 入
し 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の あ ご 部 が 前 記 作 業 端 を つ か み 、 そ し て 、 前 記 内 視 鏡 を 使 っ て 前
記 作 業 端 に 吸 引 を 加 え た と き に 、 前 記 患 者 の 組 織 が 入 る よ う に な っ て い る 、 医 療 機 器 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
（ ８ ） 　 実 施 態 様 １ 記 載 の 医 療 機 器 で あ っ て 、
　 前 記 第 ２ の あ ご 部 が 実 質 的 に 透 明 で あ る 、 医 療 機 器 。
（ ９ ） 　 実 施 態 様 １ 記 載 の 医 療 機 器 で あ っ て 、
　 前 記 シ ー ス は 、 近 位 端 と 、 前 記 近 位 端 に 取 り 付 け ら れ た ハ ン ド ル と を 有 し 、
　 前 記 ハ ン ド ル は 、 使 用 者 操 作 式 ア ク チ ュ エ ー タ を 有 し 、
　 前 記 使 用 者 操 作 式 ア ク チ ュ エ ー タ は 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の あ ご 部 の 少 な く と も 一 方 に
動 作 可 能 に 接 続 さ れ て い て 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の あ ご 部 の 少 な く と も 一 方 を 回 転 さ せ る
、
　 医 療 機 器 。
【 ０ ０ ３ １ 】
（ １ ０ ） 　 実 施 態 様 １ の 前 記 医 療 機 器 を 使 用 し て 患 者 の 組 織 を 治 療 す る 方 法 で あ っ て 、
　 ａ ） 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ を 患 者 の 口 に 挿 入 し 、 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ を 前 記 患 者 の 食
道 ま た は 胃 ま で 移 動 さ せ る ス テ ッ プ と 、
　 ｂ ） 内 視 鏡 の 可 撓 管 の 作 業 端 を 前 記 患 者 の 前 記 口 に 挿 入 し 、 前 記 可 撓 管 の 前 記 作 業 端 を
前 記 患 者 の 前 記 食 道 ま た は 前 記 胃 ま で 移 動 さ せ る ス テ ッ プ と 、
　 ｃ ） 前 記 可 撓 管 の 前 記 作 業 端 を 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の あ ご 部 で つ か む ス テ ッ プ と 、
　 ｄ ） 前 記 内 視 鏡 を 使 っ て 前 記 可 撓 管 の 前 記 作 業 端 を 曲 げ て 、 前 記 第 ２ の あ ご 部 を 動 か し
、 前 記 食 道 ま た は 前 記 胃 に お け る 患 者 の 組 織 に 押 し 付 け る ス テ ッ プ と 、
　 ｅ ） 前 記 少 な く と も １ つ の 治 療 用 電 極 を 使 っ て 前 記 患 者 の 組 織 を 治 療 す る ス テ ッ プ と 、
を 含 む 方 法 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
（ １ １ ） 　 医 療 機 器 で あ っ て 、
　 ａ ） 遠 位 端 を 有 す る 可 撓 性 シ ー ス と 、
　 ｂ ） 前 記 遠 位 端 の 近 傍 に お い て 前 記 シ ー ス に 取 り 付 け て あ り 、 患 者 に 挿 入 可 能 で あ る エ
ン ド エ フ ェ ク タ で あ っ て 、 対 向 し て い て 、 か つ 、 向 き が 逆 で あ る 第 １ お よ び 第 ２ の あ ご 部
を 有 し 、 か つ 、 前 記 第 ２ の あ ご 部 に よ っ て 支 持 さ れ て い る 少 な く と も １ つ の 治 療 用 電 極 を
有 し て お り 、 前 記 第 ２ の あ ご 部 が 回 転 可 能 で あ る 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ と 、 を 備 え る 医 療 機
器 。
（ １ ２ ） 　 実 施 態 様 １ １ 記 載 の 医 療 機 器 で あ っ て 、
　 前 記 少 な く と も １ つ の 治 療 用 電 極 は 、 ２ つ 治 療 用 電 極 を 含 み 、 前 記 ２ つ の 治 療 用 電 極 は
、 医 療 用 無 線 周 波 数 （ Ｒ Ｆ ） 発 生 器 に 作 動 可 能 に 接 続 で き る 、 医 療 機 器 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
（ １ ３ ） 　 実 施 態 様 １ １ 記 載 の 医 療 機 器 で あ っ て 、
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　 前 記 シ ー ス は 、 実 質 的 に ま っ す ぐ に 配 置 す る と 、 実 質 的 に ま っ す ぐ な 中 心 線 を 有 し 、 前
記 第 １ の あ ご 部 は 、 縦 方 向 に 延 び る 第 １ の 中 心 線 を 有 し 、 前 記 第 ２ の あ ご 部 は 、 縦 方 向 に
延 び る 第 ２ の 中 心 線 を 有 し 、 前 記 第 ２ の あ ご 部 を 前 記 第 １ の あ ご 部 に 隣 接 す る 位 置 ま で 回
転 さ せ た 場 合 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 中 心 線 が 前 記 実 質 的 に ま っ す ぐ な 中 心 線 に 平 行 で あ
り 、 前 記 第 １ の 中 心 線 が 、 前 記 第 ２ の 中 心 線 と 、 前 記 実 質 的 に ま っ す ぐ な 中 心 線 と の 間 に
あ る 、 医 療 機 器 。
（ １ ４ ） 　 実 施 態 様 １ １ 記 載 の 医 療 機 器 で あ っ て 、
　 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ を 患 者 の 食 道 に 挿 入 す る こ と が で き る 、 医 療 機 器 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
（ １ ５ ） 　 実 施 態 様 １ １ の 前 記 医 療 機 器 を 使 用 し て 患 者 の 組 織 を 治 療 す る 方 法 で あ っ て 、
　 ａ ） 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ を 患 者 の 口 に 挿 入 し 、 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ を 前 記 患 者 の 食
道 ま た は 胃 ま で 移 動 さ せ る ス テ ッ プ と 、
　 ｂ ） 前 記 第 ２ の あ ご 部 を 回 し て 、 前 記 食 道 ま た は 前 記 胃 に お け る 患 者 の 組 織 に 押 し 付 け
る ス テ ッ プ と 、
　 ｃ ） 前 記 少 な く と も １ つ の 治 療 用 電 極 を 使 っ て 前 記 患 者 の 組 織 を 治 療 す る ス テ ッ プ と 、
を 含 む 方 法 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
（ １ ６ ） 　 医 療 機 器 で あ っ て 、
　 ａ ） 遠 位 端 を 有 す る 可 撓 性 シ ー ス と 、
　 ｂ ） 前 記 遠 位 端 の 近 傍 で 前 記 シ ー ス に 取 り 付 け ら れ て お り 、 患 者 に 挿 入 す る こ と が で き
る エ ン ド エ フ ェ ク タ で あ っ て 、 対 向 し て い て 、 か つ 、 向 き が 逆 に な っ て い る 第 １ お よ び 第
２ の あ ご 部 を 有 し 、 か つ 、 前 記 第 ２ の あ ご 部 に よ り 支 持 さ れ て い る 少 な く と も １ つ の 治 療
用 電 極 を 有 し て お り 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の あ ご 部 が 回 転 可 能 で あ る エ ン ド エ フ ェ ク タ と
、 を 備 え る 医 療 機 器 。
（ １ ７ ） 　 実 施 態 様 １ ６ 記 載 の 医 療 機 器 で あ っ て 、
　 前 記 少 な く と も １ つ の 治 療 用 電 極 は 、 ２ つ 治 療 用 電 極 を 含 み 、 前 記 ２ つ の 治 療 用 電 極 は
、 医 療 用 無 線 周 波 数 （ Ｒ Ｆ ） 発 生 器 に 作 動 可 能 に 接 続 で き る 、 医 療 機 器 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
（ １ ８ ） 　 実 施 態 様 １ ６ 記 載 の 医 療 機 器 で あ っ て 、
　 前 記 シ ー ス は 、 実 質 的 に ま っ す ぐ に 配 置 す る と 、 実 質 的 に ま っ す ぐ な 中 心 線 を 有 し 、 前
記 第 １ の あ ご 部 は 、 縦 方 向 に 延 び る 第 １ の 中 心 線 を 有 し 、 前 記 第 ２ の あ ご 部 は 、 縦 方 向 に
延 び る 第 ２ の 中 心 線 を 有 し 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の あ ご 部 を 前 記 第 ２ の あ ご 部 が 前 記 第 １
の あ ご 部 に 隣 接 す る 位 置 ま で 回 転 さ せ た 場 合 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 中 心 線 が 前 記 実 質 的
に ま っ す ぐ な 中 心 線 に 平 行 で あ り 、 前 記 第 １ の 中 心 線 が 、 前 記 第 ２ の 中 心 線 と 、 前 記 実 質
的 に ま っ す ぐ な 中 心 線 と の 間 に あ る 、 医 療 機 器 。
（ １ ９ ） 　 実 施 態 様 １ ６ 記 載 の 医 療 機 器 で あ っ て 、
　 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ を 患 者 の 食 道 に 挿 入 す る こ と が で き る 、 医 療 機 器 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
（ ２ ０ ） 　 実 施 態 様 １ ６ の 医 療 機 器 を 使 用 し て 患 者 の 組 織 を 治 療 す る 方 法 で あ っ て 、
　 ａ ） 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ を 患 者 の 口 に 挿 入 し 、 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ を 前 記 患 者 の 食
道 ま た は 胃 ま で 移 動 さ せ る ス テ ッ プ と 、
　 ｂ ） 内 視 鏡 の 可 撓 管 の 作 業 端 を 前 記 患 者 の 前 記 口 に 挿 入 し 、 前 記 可 撓 管 の 前 記 作 業 端 を
前 記 患 者 の 前 記 食 道 ま た は 前 記 胃 ま で 移 動 さ せ る ス テ ッ プ と 、
　 ｃ ） 前 記 可 撓 管 の 前 記 作 業 端 を 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の あ ご 部 で つ か む ス テ ッ プ と 、
　 ｄ ） 前 記 内 視 鏡 を 使 っ て 前 記 可 撓 管 の 前 記 作 業 端 を 曲 げ て 、 前 記 第 ２ の あ ご 部 を 動 か し
、 前 記 食 道 ま た は 前 記 胃 に お け る 患 者 の 組 織 に 押 し 付 け る ス テ ッ プ と 、
　 ｅ ） 前 記 少 な く と も １ つ の 治 療 用 電 極 を 使 っ て 前 記 患 者 の 組 織 を 治 療 す る ス テ ッ プ と 、
を 含 む 方 法 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
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【 図 １ 】 本 発 明 の 医 療 機 器 に お け る 実 施 形 態 の 概 略 的 斜 視 図 で あ り 、 こ の 医 療 機 器 の エ ン
ド エ フ ェ ク タ を ガ イ ド ワ イ ヤ （ ガ イ ド ワ イ ヤ の 遠 位 の 部 分 の み が 示 さ れ て い る ） に 取 り 付
け た と こ ろ を 示 し て い る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 医 療 機 器 の シ ー ス の 遠 位 端 部 分 お よ び エ ン ド エ フ ェ ク タ の 概 略 斜 視 図 で あ
り 、 第 １ お よ び 第 ２ の あ ご 部 が よ り 閉 じ た 位 置 に あ り 、 ガ イ ド ワ イ ヤ が 取 り 去 ら れ て い る
。
【 図 ３ 】 図 １ の エ ン ド エ フ ェ ク タ に お け る 第 ２ の あ ご 部 で の 外 側 の 面 の 斜 視 図 で あ り 、 第
２ の あ ご 部 で 支 持 さ れ て い る ２ つ の 治 療 用 電 極 を 示 し て い る 。
【 図 ４ 】 図 １ の エ ン ド エ フ ェ ク タ に お け る 第 １ の あ ご 部 の 外 側 の 面 の 斜 視 図 で あ り 、 第 １
の あ ご 部 に あ る 貫 通 孔 を 示 し て い る 。
【 図 ５ 】 い ず れ も 患 者 の 食 道 の 中 に 配 置 さ れ て い る エ ン ド エ フ ェ ク タ お よ び シ ー ス の 遠 位
端 部 分 の 概 略 側 面 立 面 図 で あ り 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ に お け る 第 １ お よ び 第 ２ の あ ご 部 が 内
視 鏡 の 可 撓 管 に お け る 遠 位 端 を つ か ん で い る 。
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【 図 ５ 】
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